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日 文 系 畢 業 生 職 涯 形 成 中 善 用 機 緣 論 之 適 用 : 

以 複 線 路 徑 等 至 性 模 式 分 析 ( T E M )為 例  

 

董 莊 敬  

文 藻 外 語 大 學 日 本 語 文 系 教 授  

 

摘  要  

  

  本 研 究 從 「 無 法 預 期 的 偶 發 事 件 」 觀 點 ， 透 過 對 日 文 系

畢 業 生 職 涯 形 成 之 深 度 訪 談 調 查 ， 並 運 用 複 線 經 路 等 至 性 模

式 （ T E M） 進 行 分 析 ， 探 討 計 畫 性 偶 發 理 論 運 用 的 可 能 性 。

根 據 研 究 結 果 ， 可 提 出 下 列 5項 重 點 。 （ 1） 具 備 一 定 水 準 的

日 語 能 力，為 畢 業 生 進 入 臺 灣 之 日 系 企 業 或 赴 日 就 業 之 必 要 前

提 ； （ 2） 在 職 場 適 應 過 程 中 ， 抗 壓 能 力 與 人 際 溝 通 能 力 為 關

鍵 要 素 ； （ 3） 以 人 際 網 絡 為 媒 介 所 觸 發 之 偶 發 事 件 ， 能 夠 轉

化 為 職 涯 發 展 之 重 要 轉 機；（ 4）持 續 保 持 好 奇 心 與 冒 險 精 神，

並 在 進 入 陌 生 領 域 或 新 興 專 業 時 ， 善 用 日 常 學 習 經 驗 之 積 累

及 事 前 準 備 ， 對 職 涯 發 展 具 有 正 向 作 用 ；（ 5）即 使 受 到 社 會

方 向 性 （ S D） 或 社 會 支 持 （ S G） 的 影 響 ， 仍 能 以 積 極 的 態 度

接 納 並 回 應 此 類 偶 發 事 件 ， 將 其 轉 化 為 有 利 之 發 展 契 機 。  

 

關 鍵 詞 ： 日 文 系 、 畢 業 生 、 職 涯 形 成 、 善 用 機 緣 論  

 

 

 

 

 

受 理 日 期 ： 2 0 2 5 年 0 8 月 2 7 日  

通 過 日 期 ： 2 0 2 5 年 11 月 0 7 日  

D O I： 1 0 . 2 9 7 5 8 / T W R Y J Y S B . 2 0 2 5 1 2 _ ( 4 5 ) . 0 0 0 5  
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T h e  A p p l i c a t i o n  o f  P l a n n e d  H a p p e n s t a n c e  T h e o r y  i n  

t h e  C a r e e r  D e v e l o p m e n t  o f  G r a d u a t e s  o f  t h e  

D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e :  A n  E m p i r i c a l  A n a l y s i s  

U s i n g  T r a j e c t o r y  E q u i f i n a l i t y  M o d e l i n g  ( T E M )  
 

T u n g ,  C h u a n g - C h i n g  

P r o f e s s o r ,  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e ,  W e n z a o  U r s u l i n e  

U n i v e r s i t y  o f  L a n g u a g e s  

 

A b s t r a c t  

 

T h i s  s t u d y  e m p i r i c a l l y  e x a m i n e s  t h e  a p p l i c a b i l i t y  o f  

P l a n n e d  H a p p e n s t a n c e  T h e o r y  i n  t h e  c a r e e r  d e v e l o p m e n t  o f  

J a p a n e s e  l a n g u a g e  d e p a r t m e n t  g r a d u a t e s ,  u s i n g  i n t e r v i e w s  

a n a l y z e d  t h r o u g h  T r a j e c t o r y  E q u i f i n a l i t y  M o d e l i n g  ( T E M ) .  

F i n d i n g s  i n d i c a t e  f i v e  k e y  p o i n t s :  ( 1 )  p r o f i c i e n c y  i n  J a p a n e s e  

i s  i n d i s p e n s a b l e  a s  a  p r e r e q u i s i t e  f o r  e m p l o y m e n t  i n  J a p a n e s e  

o r  T a i w a n - b a s e d  J a p a n e s e  c o m p a n i e s ;  ( 2 )  s t r e s s  t o l e r a n c e  a n d  

i n t e r p e r s o n a l  c o m m u n i c a t i o n  a r e  e s s e n t i a l  f o r  w o r k p l a c e  

a d a p t a t i o n ;  ( 3 )  u n p l a n n e d  e n c o u n t e r s  m e d i a t e d  t h r o u g h  

p e r s o n a l  n e t w o r k s  c a n  s e r v e  a s  t u r n i n g  p o i n t s  i n  c a r e e r  

t r a j e c t o r i e s ;  ( 4 )  c u r i o s i t y ,  r i s k - t a k i n g ,  a n d  a c c u m u l a t e d  

l e a r n i n g  e x p e r i e n c e s  a r e  v i t a l  i n  e n g a g i n g  u n f a m i l i a r  d o m a i n s ;  

a n d  ( 5 )  a d o p t i n g  a  p r o a c t i v e  s t a n c e  i n  a c c e p t i n g  u n e x p e c t e d  

e v e n t s ,  e v e n  u n d e r  s o c i a l  d i r e c t i o n  o r  i n f l u e n c e ,  i s  c r i t i c a l .  

T h e s e  i n s i g h t s  h i g h l i g h t  t h e  e x p l a n a t o r y  p o t e n t i a l  o f  p l a n n e d  

h a p p e n s t a n c e  i n  c a r e e r  e d u c a t i o n .  

 

K e y w o r d s :  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e ,  G r a d u a t e s ,  C a r e e r  

F o r m a t i o n ,  P l a n n e d  H a p p e n s t a n c e  T h e o r y  
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日 本 語 学 科 卒 業 生 の キ ャ リ ア 形 成 に お け る 計 画 的

偶 発 性 理 論 の 適 用  

― 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ （ T E M） に よ る 分 析 ―  

 

董 莊 敬  

文 藻 外 語 大 学 日 本 語 学 科 教 授  

 

要 旨  

 

  本 研 究 で は 、 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 と い う 視 点 か ら 、

日 本 語 学 科 卒 業 生 の キ ャ リ ア 形 成 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー

調 査 を 通 し て 、複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ（ T E M）を 用 い た

分 析 を 実 施 す る こ と に よ り 、 計 画 的 偶 発 性 理 論 の 適 用 可 能

性 を 実 証 的 に 検 討 す る 。分 析 結 果 、以 下 の 5点 が 示 唆 さ れ た 。

第 1に 、一 定 水 準 の 日 本 語 能 力 は 、台 湾 に お け る 日 系 企 業 や 、

日 本 企 業 に 就 職 す る 際 の 前 提 条 件 と し て 欠 か せ な い も の で

あ る 。第 2に 、職 場 適 応 に お い て は 、ス ト レ ス 耐 性 お よ び 対

人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 が 重 要 視 さ れ る 。第 3に 、人 的 つ

な が り を 媒 介 と し た 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を キ ャ リ ア の

転 機 へ と 活 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。第 4に 、常 に 好 奇 心 や

冒 険 心 を 保 持 し 、 不 慣 れ な 領 域 や 分 野 に 踏 み 込 む 際 に も 、

日 常 的 な 学 習 経 験 の 蓄 積 や 十 分 な 事 前 準 備 を 活 か す こ と が

求 め ら れ る 。第 5に 、社 会 的 方 向 付 け（ S D）、も し く は 社 会

的 助 勢 （ S G） に よ っ て 影 響 を 受 け た と し て も 、 そ の 予 期 せ

ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を 前 向 き に 受 容 し 、 積 極 的 に 対 応 す る 姿

勢 が 重 要 で あ る 。  

 

キ ー ワ ー ド：日 本 語 学 科 、卒 業 生 、キ ャ リ ア 形 成 、計 画 的 偶

発 性 理 論  
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日 本 語 学 科 卒 業 生 の キ ャ リ ア 形 成 に お け る 計 画 的

偶 発 性 理 論 の 適 用  

― 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ （ T E M） に よ る 分 析 ―  

 

董 莊 敬  

文 藻 外 語 大 学 日 本 語 学 科 教 授  

 

1． は じ め に  

就 職 に 関 す る キ ャ リ ア 理 論 の 既 存 研 究 に お い て 、 将 来 の

明 確 な 目 標 に 基 づ き 、計 画 的 に 人 生 設 計 を デ ザ イ ン す る「 キ

ャ リ ア・プ ラ ン 」や 、「 キ ャ リ ア・デ ザ イ ン 」な ど の マ ッ チ

ン グ 理 論 、 発 達 理 論 に 関 す る ア プ ロ ー チ の 重 要 性 が 注 目 を

集 め て き た 。 一 方 、 近 年 に お け る キ ャ リ ア 理 論 の 研 究 分 野

で は 「 計 画 的 偶 発 性 理 論 」 と い う 新 し い ア プ ロ ー チ が 脚 光

を 浴 び て い る （ 浦 上 ・ 矢 崎 ・ 杉 本 ・ 高 綱  2 0 2 3） 。  

計 画 的 偶 発 性 理 論 と は 、 わ れ わ れ の 日 常 生 活 の 中 で 気 づ

か な い う ち に 、 個 人 が 他 者 と な ん ら か の 出 会 い や 、 予 期 せ

ぬ 遭 遇 し た 出 来 事 が 多 々 あ る に も 関 わ ら ず 、 そ の 出 会 い や

出 来 事 の 一 連 の 因 果 関 係 が 、 わ れ わ れ の 人 生 行 路 に 影 響 を

及 ぼ す 可 能 性 が あ る こ と 示 し て い る も の で あ る 。 そ の 偶 然

の 影 響 は 、 一 見 大 し た こ と で は な い と 見 逃 さ れ て い る 場 合

が 多 い も の の 、個 人 の 就 学 経 歴 、成 長 経 歴 、職 業 経 歴 、家 族

経 歴 な ど の ラ イ フ コ ー ス の ア プ ロ ー チ を 用 い て 捉 え る と 、

予 期 せ ぬ 偶 然 の 出 来 事 の 影 響 が 散 見 さ れ る 。  

本 研 究 は 、 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 と い う 視 点 か ら 日 本

語 学 科 の 卒 業 生 の キ ャ リ ア 形 成 を 捉 え 、 イ ン タ ビ ュ ー 調 査

に 基 づ き 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ（ T r a j e c t o r y  E q u i f i n a l i t y  

M o d e l i n g :  T E M）を 用 い た 分 析 を 行 う こ と に よ り 、計 画 的 偶
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発 性 理 論 が 日 本 語 学 科 卒 業 生 の キ ャ リ ア 形 成 に お け る 適 用

可 能 性 お よ び 解 釈 力 を 実 証 的 に 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。 

日 本 語 学 科 卒 業 生 を 対 象 に 研 究 を 行 う 主 な 動 機 は 、 （ 1）

筆 者 が 日 本 語 学 科 に 所 属 す る 教 員 で あ り 、 そ れ ゆ え 日 本 語

学 科 に 属 す る 学 生 の 職 業 意 識 や 、 職 業 レ デ ィ ネ ス に も 関 心

を 持 っ て い る こ と 、（ 2）筆 者 が 長 期 に 渡 り 日 本 語 学 科 の 学

生 に 関 す る キ ャ リ ア 形 成 、 教 育 職 業 的 レ リ バ ン ス 、 キ ャ リ

ア 教 育 に つ い て 研 究 を し て き た 。そ れ ゆ え 、関 連 研 究 の 蓄 積

が あ る こ と 、（ 3）日 本 に お け る 労 働 市 場 の 規 制 緩 和 に よ り 、

台 湾 か ら の グ ロ ー バ ル 人 材 が 過 去 1 0年 前 と 比 較 し て 増 加 す

る 傾 向 に あ る こ と 、 な ど が 挙 げ ら れ る 。  

 

2． 先 行 研 究  

2 . 1  計 画 的 偶 発 性 理 論 に 関 す る 研 究 ア プ ロ ー チ  

計 画 的 偶 発 性 理 論 は 、 M i t c h e l l  e t  a l .（ 1 9 9 9） が 提 案 し た

「 プ ラ ン ド ハ ッ プ ン ス タ ン ス 理 論 （ P l a n n e d  H a p p e n s t a n c e  

T h e o r y）」で あ り 、個 々 人 が 進 路 選 択 の 際 に 予 期 せ ぬ 偶 然 的

な 出 来 事 で キ ャ リ ア に 大 き な 役 割 を 果 た し て お り 、 ま た そ

の 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 を 生 み 出 す こ と を 計 画 し 、 受 け

入 れ る よ う に な る ま で の こ と で あ る（ M i t c h e l l  e t  a l .  1 9 9 9）。

こ の 理 論 は 、社 会 的 学 習 理 論 の 基 本 テ ー ゼ で あ る 行 動 要 因 、

環 境 要 因 、 個 人 要 因 の 三 つ の 要 因 に 深 く か か わ り 、 変 化 し

つ つ あ る 環 境 で 学 習 に 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 が 多 数 存 在

し て い る 。 個 々 人 が こ う し た 環 境 で 如 何 に 予 期 せ ぬ 偶 然 的

な 出 来 事 を 把 握 し 、 自 ら の 学 習 の 機 会 に 転 化 す る か は 計 画

的 偶 発 性 理 論 の 主 な テ ー ゼ で あ る 。肝 要 と な る 事 柄 は 、予 期

せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 は 単 に 待 っ て い る だ け で 、 幸 運 が 降 り

注 が れ る の で は な く 、 つ ま り 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を 最
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大 限 に 作 り だ す た め に 行 動 す べ き こ と で あ る（ K u r m b o l t z  e t  

a l .  2 0 0 4＝ 2 0 0 5）。そ れ ゆ え 、常 に 好 奇 心 、持 続 性 、柔 軟 性 、

楽 観 性 、 冒 険 心 を 持 つ こ と が 肝 心 で あ る （ M i t c h e l l  e t  a l .  

1 9 9 9） 。  

G r a n o v e t t e r（ 1 9 8 5＝ 1 9 9 8）は 、「弱い紐帯」と「強い紐帯」

の 仮 説 に 基 づ き 、専 門 的・技 術 的 労 働 者 が 転 職 す る 際 に 活 用

す る 最 も 効 率 的 な 人 的 つ な が り （ ソ ー シ ャ ル ネ ッ ト ワ ー ク ）

に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 そ の 研 究 結 果 に よ れ ば 、 ア メ リ カ

で は 遠 い 親 戚 や 小 学 校 の 友 人 な ど の ま れ に し か 会 わ な い 者 、

す な わ ち 「 弱 い 紐 帯 」 を 利 用 し て 就 職 す る 者 が 現 職 の 職 務

満 足 度 が 高 く 、 現 職 を 離 職 す る 可 能 性 が 低 い と い う

（ G r a n o v e t t e r  1 9 8 5＝ 1 9 9 8）。一 方 、日 本 で 実 施 さ れ た「 2 0 0 2

年 東 京 調 査 」 で は 弱 い 紐 帯 を 通 し て 就 職 し た 者 の 現 職 の 職

位 は 高 く な り 、さ ら に 、転 職 で 弱 い 紐 帯 を 利 用 し た 場 合 、転

職 後 の 年 収 が 増 加 し た と も 報 告 さ れ て い る（ 渡 辺  2 0 1 4）。

ア メ リ カ で の 研 究 の み な ら ず 、 日 本 で の 研 究 に お い て も 、

シ ョ ブ ・ マ ッ チ ン グ 過 程 で 人 的 つ な が り を 活 用 す れ ば 、 転

職 す る 際 に 有 力 な ツ ー ル と な り 、 効 率 的 な 入 職 方 法 と な っ

て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 と り わ け 、 弱 い 紐 帯 の 活 用

で は 、 現 職 で の 賃 金 や 職 位 に プ ラ ス の 影 響 を 及 ぼ し て い る

こ と が 再 び 証 明 さ れ た 。し か し な が ら 、転 職 者 は「 ま れ に し

か 会 わ な い 者 」と い う 弱 い 紐 帯 に 如 何 に 出 会 っ た の か 、そ れ

が 如 何 な る 場 面 で 予 期 せ ぬ 出 会 い と な っ た の か 、 如 何 な る

協 力 を 獲 得 し た の か 、 な ど の 課 題 が 深 く 論 及 が な さ れ て い

な い と 言 わ ざ る を え な い 。  

下 村 ほ か （ 2 0 0 7） が 計 画 的 偶 発 性 理 論 に 関 す る 先 行 研 究

か ら 、「 人 と の 偶 然 の 出 会 い 」と い う テ ー ゼ が わ れ わ れ の キ

ャ リ ア に 対 し て 最 も 大 き な 影 響 を も っ て い る と 、指 摘 し た 。

し か し な が ら 、 こ う し た 偶 然 的 な 要 因 が 純 粋 に キ ャ リ ア に

大 き な 影 響 を 及 ぼ す の で は な く 、「 本 人 の 職 位 や 個 人 の 特 性 」
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に よ っ て 左 右 さ れ る 可 能 性 が あ る と い う 。換 言 す れ ば 、個 々

人 が 物 事 の 原 因 を 説 明 す る 場 合 、 し ば し ば 外 的 な 要 因 に 帰

属 す る 傾 向 が あ る 。 ま た 、 自 ら が そ の 原 因 を 説 明 で き か ね

る 場 合 、 偶 発 的 要 因 に 帰 属 し が ち だ と い う 。  

浦 上 ほ か （ 2 0 1 7） は M i t c h e l l  e t  a l .（ 1 9 9 9） の 提 示 し た 五

つ の ス キ ル の 概 念 の 延 長 線 に 沿 っ て 興 味 探 索 ス キ ル 、 継 続

ス キ ル 、変 化 ス キ ル 、楽 観 的 認 識 ス キ ル 、開 始 ス キ ル 、紐 帯

ス キ ル と い う 境 遇 活 用 ス キ ル の 尺 度（ C P F O S T）の 作 成 を 試

み た 。M i t c h e l l  e t  a l .（ 1 9 9 9）は 就 職 機 会 に 注 目 し て い る が 、

浦 上 ほ か （ 2 0 1 7） は 作 成 し た 境 遇 活 用 ス キ ル 尺 度 が 日 々 の

生 活 領 域 に 拡 張 し 、 そ れ が 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 に 活 用

す る こ と が 可 能 だ と い う 結 果 を 報 告 し て い る 。  

吉 川（ 2 0 1 8） は 、 K u r m b o l t zの 計 画 的 偶 発 性 理 論 に 関 す る

研 究 の 多 く は 「 理 論 の 適 用 性 」 の み に 焦 点 を 当 て て 論 じ ら

れ た も の が 多 く 、 カ ウ ン セ リ ン グ に 実 践 的 に 応 用 す る 有 用

性 に つ い て 論 じ ら れ た も の は 十 分 で は な い と 指 摘 し て い る 。

ま た 、 K u r m b o l t zの 計 画 的 偶 発 性 理 論 の 共 通 性 は 、首 尾 一 貫

し て ハ プ ン ス タ ン ス の 標 準 化 、 好 奇 心 の 特 定 、 成 功 体 験 か

ら の 勇 気 づ け 、 行 動 の 重 要 性 の 認 識 、 障 害 へ の 対 応 の 五 つ

の 文 脈 が み ら れ る と い う 。  

浦 上 ほ か（ 2 0 2 3）は 、計 画 的 偶 発 性 理 論 の 概 念 を 用 い 、大

学 入 学 後 に お け る 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 や 新 た な 学 習 機

会 の 発 生 が 、 学 生 の 適 応 プ ロ セ ス に 如 何 な る 影 響 を 与 え る

か を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 計 画 的 偶 発 性 理 論 に お い て 提 示

さ れ た ス キ ル（ 好 奇 心 、持 続 性 、柔 軟 性 、楽 観 性 、冒 険 心 ）

を 保 有 す る こ と は 、 大 学 入 学 時 に お け る 学 校 生 活 へ の 適 応

感 を 高 め 、 入 学 前 後 に お け る リ ア リ テ ィ ・ シ ョ ッ ク の ネ ガ

テ ィ ブ な 作 用 を 軽 減 さ せ る 効 果 が あ る こ と が 示 さ れ た 。  
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2 . 2  先 行 研 究 か ら の 示 唆  

以 上 の 先 行 研 究 の 検 討 か ら 明 ら か な よ う に 、 計 画 的 偶 発

性 理 論 は B a n d u r a（ 2 0 1 9）の 社 会 的 学 習 理 論（ S o c i a l  L e a r n i n g  

T h e o r y）の 影 響 を 受 け て 形 成 さ れ た 理 論 で あ る 。同 理 論 は 、

人 間 が 生 活 の 中 で 直 面 す る 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 に お い

て そ れ に よ っ て 生 じ た 新 た な こ と を 学 習 し た り 、 遭 遇 し た

困 難 を 克 服 し た り し て い く 過 程 を 説 明 す る 枠 組 み で あ る 。

ま た 、 計 画 的 偶 発 性 理 論 の 適 用 は 、 就 職 活 動 に お け る 予 期

せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が 個 々 人 の キ ャ リ ア 形 成 に 影 響 を 与 え

る と い う 点 に と ど ま ら ず 、 我 々 の 日 常 生 活 の 広 範 な 領 域 に

及 び 、 学 習 や 行 動 選 択 に 多 大 な 影 響 を 及 ぼ す こ と が 自 明 で

あ る 。  

 し か し な が ら 、 計 画 的 偶 発 性 理 論 に 関 す る 実 証 的 な 研 究

に 関 し て は 、 以 下 の よ う な 問 題 点 を 指 摘 す る こ と が で き る

（ 下 村 ほ か  2 0 0 7、 浦 上 ほ か  2 0 1 7） 。  

第 1に 、ラ イ フ コ ー ス に お け る 人 生 経 験 を 振 り 返 っ た 回 想

的 な デ ー タ に 依 拠 せ ざ る を 得 な い と い う 問 題 で あ る 。第 2に 、

「 予 期 せ ぬ 」や「 偶 然 」そ の も の の 用 語 の 操 作 的 定 義 の 問 題

で あ る 。第 3に 、個 々 人 の 人 生 経 験 を 振 り 返 っ た 際 に 、往 々

に し て ポ ジ テ ィ ブ な 出 来 事 が 語 ら れ や す い 傾 向 が み ら れ る 。

第 4 に 、 予 期 せ ぬ 出 来 事 に 集 中 し て お り 、 人 的 な つ な が り

（ 紐 帯 ） を 介 し て 就 職 す る 可 能 性 が 看 過 さ れ が ち で あ る 。  

以 上 で 検 討 し て き た よ う に 、 就 職 の 際 に は 、 予 期 せ ぬ 偶

発 的 な 出 来 事 か ら 影 響 を 受 け る こ と が あ る が 、 そ う し た 出

来 事 は 「 人 に よ る 仲 介 」 に よ っ て も 影 響 を 受 け る 可 能 性 が

あ る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。 ま た 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来

事 に 備 え る た め に は 、 日 常 か ら の 準 備 が 重 要 で あ り 、 予 期

せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が 生 じ た 際 に は 、 そ れ に 適 切 に 対 応 す

る た め の 心 構 え や 行 動 力 も 求 め ら れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 日

常 的 に 好 奇 心 、持 続 性 、柔 軟 性 、楽 観 性 、冒 険 心 と い っ た 五
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つ の ス キ ル を 備 え る こ と で 、 困 難 に 直 面 し た 際 に も 、 そ れ

を 乗 り 越 え る た め の 主 体 的 な 取 り 組 む 姿 勢 が 必 要 不 可 欠 で

あ る 。  

そ こ で 、本 研 究 で は 、「 予 期 せ ぬ 出 来 事 が 個 々 人 の 行 動 や

選 択 に 影 響 を 及 ぼ す 」 と い う 仮 説 を 前 提 と し 、 日 本 語 学 科

卒 業 生 が 現 在 に 至 る ま で の 就 職 や 、 転 職 に お い て 如 何 な る

影 響 を 受 け て き た か に つ い て 、 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ

（ T E M）を 用 い て 検 討 す る 。分 析 の 視 点 と し て は 、第 一 に 、

就 職 や 、転 職 の プ ロ セ ス に お い て 人 的 つ な が り（ 紐 帯 ）の 効

果 に 着 目 し 、そ れ が 如 何 に 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を キ ャ リ

ア の 転 機 へ と 結 び 付 け て い る の か を 明 ら か に す る 。 第 二 に 、

調 査 対 象 者 の 内 面 的 な 思 考 や 態 度 に も 焦 点 を 当 て 、 予 期 せ

ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 に 対 す る 個 人 の 対 応 や 、 そ れ が 就 職 に 至

る 意 思 決 定 の 背 景 に 如 何 な る 役 割 を 果 た し て い る の か を 検

討 す る 。  

 

3． 研 究 方 法  

3 . 1  分 析 方 法  

本 研 究 の 分 析 方 法 は 、安 田 ほ か（ 2 0 1 2）の 質 的 研 究 方 法 で

あ る「 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ 」（ T r a j e c t o r y  E q u i f i n a l i t y  

M o d e l i n g :  T E M）を 用 い て 、日 本 語 学 科 卒 業 生 の 予 期 せ ぬ 出

来 事 が キ ャ リ ア 形 成 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 明 ら か に す る 。

T E Mと は 、 「 時 間 を 捨 象 せ ず 個 人 の 変 容 を 社 会 と の 関 係 で

捉 え 記 述 し よ う と す る 文 化 心 理 学 の 方 法 論 」 （ 安 田 ほ か  

2 0 1 2： 1）で あ る 。こ の 研 究 方 法 は 、不 可 逆 的 な 時 間 の 流 れ

に お い て 個 人 の ラ イ フ コ ー ス 上 の 変 容 、 社 会 的 文 脈 と の 相

互 作 用 の 中 で 把 握 し よ う と す る ア プ ロ ー チ で あ る 。 研 究 対

象 者 数 に つ い て は 、 安 田 ほ か （ 2 0 1 2） が 提 示 し て い る 「 1・

4（ ± 1）・ 9（ ± 2）法 則 」に 基 づ き 、本 研 究 で は 1 1名 の 研 究 対

象 者 を 設 定 し た 。 こ の 人 数 は 、 研 究 対 象 者 の 異 な る キ ャ リ
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ア パ ス の 類 型 を 把 握 す る 上 で 、 十 分 な 規 模 で あ る と 考 え ら

れ る 。  

 本 研 究 の T E M 図 は 、 大 学 卒 業 時 点 を 就 職 の 分 岐 点

（ B i f u r c a t i o n  P o i n t ,  B F P） と し 、 就 職 （ 現 職 そ れ と も 初 職 ）

の 時 点 を 等 至 点（ E q u i f i n a l i t y  P o i n t ,  E F P）と す る 。す な わ ち 、

卒 業 後 、 個 々 人 が 異 な っ た 道 を 歩 ん で い く こ と を E F Pと 定

義 し 、 職 に つ く ま で の 就 職 経 路 は そ れ ぞ れ 異 な っ た 様 相 を

呈 し て お り 、初 職 も し く は 現 職 に つ く 時 点 は E F Pと 定 義 す る 。

ま た 、初 職 も し く は 現 職 ま で の 過 程 は「 経 路 」（ T r a j e c t o r y）

で あ り 、等 至 点 ま で の 時 間 は「 非 可 逆 的 時 間 」（ I r r e v e r s i b l e  

T i m e） と す る 。 T E Mの 特 徴 は 、 等 至 点 ま で の 経 路 の 幅 を 可

視 化 す る こ と が で き る と い う 点 に あ る 。 T E Mの 概 念 を 用 い

る 重 要 な ポ イ ン ト は 、「 分 岐 点 、必 須 通 過 点 的 な 事 柄 」を 聞

く こ と で あ る 。つ ま り 、如 何 に 選 択 し た の か 、選 択 の 際 に 如

何 な る 助 け を 得 た り 、如 何 な る 障 害 に 遭 遇 し た か に つ い て 聞

き 出 す こ と が 重 要 で あ る （ 安 田 ほ か  2 0 1 2） 。 本 研 究 で は 、

職 に 就 く ま で の 就 職 経 路 に お い て 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事

が 如 何 に 個 々 人 の キ ャ リ ア 形 成 に 影 響 を 与 え る か に つ い て

明 ら か に し た い 。  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

図 1  本 研 究 の 複 線 経 路 等 至 性 モ デ リ ン グ （ T M E） 図  

注 ） 安 田 ほ か （ 2 0 1 2） に よ り 加 筆 作 成 。  

分 岐 点 B F P  

社 会 的 方 向

付 け S D  

社 会 的 助 勢  
S G  

必 須 通 過 点  
O P P  

等 至 点  
E F P  

経 路  

経 路  

経 路  

学 校 卒 業  就 職  

予 期 せ ぬ 出 来 事  

影 響  

非 可 逆 的 時 間  

影 響  

 
個 人 の

考 え 方  



126 
 

3 . 2  調 査 時 期  

 本 研 究 の 調 査 時 期 は 、 2 0 2 5年 1月 2 0日 か ら 2月 1 8日 ま で で

あ っ た 。  

3 . 3  調 査 対 象  

本 研 究 の 調 査 対 象 は 、日 本 語 学 科 を 卒 業 し 、現 在 、台 湾 に

お け る 日 系 企 業 ま た は 日 本 の 企 業 に 就 職 し て い る 者 で あ る 。

こ れ ら の 対 象 に 対 し て イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し た 。 調 査

対 象 の 基 本 的 属 性 に つ い て は 次 の 表 1の 通 り で あ る 。 ま た 、

イ ン タ ビ ュ ー の 調 査 対 象 の 選 定 方 法 は 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ・

サ ン プ リ ン グ（ C o n v e n i e n c e  S a m p l i n g）と ス ノ ー ボ ー ル・サ

ン プ リ ン グ （ S n o w b a l l  S a m p l i n g） を 併 用 し た 。  

 

表 1  調 査 対 象 の 基 本 資 料  

番 号  年 齢  卒 業 年  

学 歴  

所 在

地  

現 職  仕 事

年 数  

N o 1  3 6歲  2 0 1 4  
修 士  

台 湾  人 材 開 発 ・ 研 修 セ ン タ

ー マ ネ ー ジ ャ ー  
1 0年  

N o 2  3 8歲  2 0 1 0  
学 士  

台 湾  ア シ ス タ ン ト マ ネ ー

ジ ャ ー ・ 次 長  
1 4年  

N o 3  3 6歲  2 0 1 0  
学 士  

日 本  ア シ ス タ ン ト セ ー ル

ス マ ネ ー ジ ャ ー  
1 4年  

N o 4  4 2歲  2 0 1 0  
学 士  

日 本  管 理 部 職 員  2 0年  

N o 5  3 5歲  2 0 1 1  
学 士  

日 本  C o u n t r y  M a n a g e r  1 3年  

N o 6  3 5歲  2 0 1 2  
学 士  

台 湾  H Rマ ネ ー ジ ャ ー  1 2年  

N o 7  3 5歲  2 0 1 7  
修 士  

日 本  ス ー パ ー バ イ ザ ー  8年  

N o 8  3 6歲  2 0 1 1  
学 士  
2 0 1 4  

専 門 学 校  

日 本  A N A グ ラ ン ド ス タ ッ

フ  
1 0年  

N o 9  3 3歲  2 0 1 5  
学 士  
2 0 1 8  

専 門 学 校  

日 本  映 像 企 画 室 室 長  7年  

N o 1 0  3 2歲  2 0 1 6  
学 士  

日 本  Q A  E n g i n e e r  8年  

N o 1 1  3 6歲  2 0 1 1  
学 士  

日 本  リ レ ー シ ョ ン マ ネ ー

ジ ャ ー  
1 4年  
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3 . 4  調 査 方 法 と デ ー タ  

3 . 4 . 1  質 問 紙 法  

 本 研 究 に お け る 調 査 協 力 者 へ の 質 問 紙 に よ る ア ン ケ ー ト

調 査 の 実 施 は 、主 と し て 個 人 の 性 別 や 年 齢 、 職 業 な ど

調 査 協 力 者 の 個 人 情 報 に 関 す る フ ェ イ ス 情 報 を 収 集

し た も の で あ る 。イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 す る 前 に 、

調 査 協 力 者 に ア ン ケ ー ト へ の 回 答 を 依 頼 し た 。  

3 . 4 . 2  イ ン タ ビ ュ ー の 調 査 方 法  

 本 研 究 で は 、半 構 造 化 イ ン タ ビ ュ ー を 実 施 し 、1回 の イ ン

タ ビ ュ ー 時 間 は 概 ね 4 0分 か ら 1時 間 と し た 。録 音 し た 音 声 デ

ー タ を 逐 語 的 に 文 字 起 こ し し た 。 そ の 後 、 質 的 分 析 ソ フ ト

ウ ェ ア N V i v o 1 5を 用 い て 、グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ

ロ ー チ に 基 づ く オ ー プ ン・コ ー デ ィ ン グ を 実 施 し た 1。ま た 、

質 的 研 究 の 信 頼 性 及 び 妥 当 性 を 確 保 す る た め 、 メ ン バ ー チ

ェ ッ キ ン グ（ M e m b e r  C h e c k i n g）を 用 い 、調 査 協 力 者 に デ ー

タ 内 容 の 正 確 性 を 確 認 し て も ら い 、 必 要 に 応 じ て 修 正 を 施

す こ と で 、本 研 究 の 内 部 妥 当 性 を 高 め る こ と を 目 指 し た（ 阮  

2 0 1 4、 王 ほ か  2 0 1 0、 潘  2 0 2 2） 。  

 

4． 分 析 結 果 と 考 察  

4 . 1  職 業 移 行 の 「 経 路 」 に 関 す る 軌 跡：初 職 か ら 現 職 ま で

の T E M図 分 析  

本 研 究 で は 、ま ず 図 2に 示 す よ う に 、1 1名 の 研 究 参 加 者 そ

れ ぞ れ に つ い て 、 初 職 か ら 現 職 ま で の 経 路 を T E M図 で 作 成

し た 。し か し な が ら 、参 加 者 ご と に 経 路 が 異 な り 、か つ 紙 幅

 
1  グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー・ア プ ロ ー チ の コ ー デ ィ ン グ に は 、（ 1）
オ ー プ ン ・ コ ー デ ィ ン グ 、 （ 2） ア キ シ ャ ル ・ コ ー デ ィ ン グ 、 （ 3）
セ レ ク テ ィ ブ ・ コ ー デ ィ ン グ の 三 つ の 方 法 が あ る 。 本 研 究 で は 、 予

期 せ ぬ 出 来 事 の 様 相 を 洗 い 出 す た め 、 オ ー プ ン ・ コ ー デ ィ ン グ の 方

法 を 使 用 し た 。  
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の 制 約 上 、 全 員 の T E M図 を 詳 細 に 説 明 す る こ と は 困 難 で あ

っ た 。そ こ で 、本 研 究 で は 、必 須 通 過 点（ O P P）、分 岐 点（ B F P）、

社 会 的 方 向 付 け（ S D）、社 会 的 助 勢（ S G）、等 至 点（ E F P）

の 概 念 を 用 い 、個 別 の T E M図 を 統 合 し た 総 合 版（ 図 3）を 作

成 し 、 分 析 を 行 っ た 。  
1 1 名 の キ ャ リ ア 経 路 は 非 可 逆 的 時 間 の 観 点 か ら 、（ 1）キ

ャ リ ア の 適 応 期 、（ 2）キ ャ リ ア の 形 成 期 、（ 3）キ ャ リ ア の

安 定 期 の 3 段 階 に 大 別 で き た 。  

第 1 に 、 キ ャ リ ア の 適 応 期 で は 、 参 加 者 は 台 湾 で 就 職 す

る か 日 本 で 就 職 す る か の 選 択 に 直 面 し 、 職 場 に 適 応 す る 時

期 で あ っ た 。全 員 に 共 通 す る O P P は 、日 本 語 学 科 卒 業 生（ 大

学 ま た は 5 年 制 専 門 学 校 ） で あ り 、 そ の 後 の B F P 1 に お い

て 、N o 7、N o 9、N o 1 1 は 卒 業 直 後 か ら 日 本 で 就 職 し 、他 の 参

加 者 は 一 旦 台 湾 で 就 職 し て い た 。 ま た 、 B F P 2 で は 、 N o 1、

N o 2、N o 1 1 の 3 名 が 台 湾 で の 就 職 を 継 続 し て い た 。S G の 観

点 か ら は 、 就 職 に 至 る 経 路 と し て 、 N o 2、 N o 4、 N o 9 は 学 校

教 員 、 N o 5 は 後 輩 、 N o 1、 N o 6 は 大 学 時 代 の ク ラ ス メ ー ト 、

N o 3 は 職 場 の 同 僚 、 N o 7、 N o 1 1 は 友 人 、 N o 1 0 は イ ン タ ー ン

シ ッ プ 先 の 上 司 か ら の 紹 介 を 受 け て い た 。こ れ ら の 結 果 か ら 、

就 職 初 期 に お い て 人 的 つ な が り が 強 く 作 用 し て い た こ と が

明 ら か と な っ た 。ま た 、N o 1、N o 2、N o 3、N o 4、N o 5、N o 8、

N o 1 1 の 7 名 は 、台 湾 の 日 系 企 業 ま た は 日 本 企 業 で カ ル チ ャ

ー シ ョ ッ ク や 職 場 葛 藤 を 経 験 し 、そ の う ち N o 8 お よ び N o 1 1

は 職 場 の ハ ラ ス メ ン ト を 経 験 し て い た 。  

 第 2 に 、キ ャ リ ア 形 成 期 で は 、参 加 者 は B F P 3 に お い て 転

職 や 部 門 異 動 の 意 思 決 定 を 迫 ら れ た 。 そ の 要 因 と し て 、

C o v i d - 1 9 の 影 響（ N o 6、N o 1 1）、ワ ー ク・ラ イ フ・バ ラ ン ス

の 追 求（ N o 3、N o 8）、部 門 の 改 編（ N o 5）、家 族 の 介 護（ N o 1 0）、

職 場 適 応（ N o 7）、企 業 の 将 来 性（ N o 1、 N o 4、 N o 9、 N o 1 0）

な ど の S D が 挙 げ ら れ た 。 そ の 影 響 の も と で B F P 4 に お い
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て は 台 湾 へ の 帰 国 か 日 本 で の 継 続 就 労 か の 選 択 に 直 面 し

て お り 、多 く が キ ャ リ ア の 連 続 性 を 考 慮 し 、日 本 で の 就 労 継

続 を 選 択 し た 。転 職・部 門 異 動 の 契 機 は 、前 上 司 か ら の 紹 介

（ N o 3、 N o 5、 N o 1 0） 、 前 同 僚 か ら の 紹 介 （ N o 4） 、 業 務 上

の つ な が り （ N o 9） 、 友 人 か ら の 紹 介 （ N o 1 1） で あ り 、 人

的 つ な が り が 転 職 活 動 に お い て も 重 要 な 役 割 を 果 た し て

い た 。 ま た 、 こ れ ら の 経 路 は 、 G r a n o v e t t e r （ 1 9 8 5＝ 1 9 9 8 ）

が 指 摘 す る 「 職 業 上 の コ ン タ ク ト を 介 し て 、 前 職 に 近 い 職

務 に 就 く 傾 向 」 と 一 致 し て い る 。  

 第 3 に 、 キ ャ リ ア 安 定 期 で は 、 N o 4 が 他 社 へ 転 職 し た 一

方 で 、他 の 研 究 参 加 者 は 現 職 を 継 続 し て い た 。N o 1、N o 2 は

職 務 遂 行 能 力 や キ ャ リ ア 形 成 の 向 上 を 目 的 と し て 大 学 院 進

学 を 選 択 し た 。こ の 時 期 の 参 加 者 は 一 定 の 職 場 経 験 を 有 し 、

管 理 職 へ の 昇 進 や 永 住 権 の 取 得 が 現 実 的 と な る な ど 、 長 期

的 視 点 で の キ ャ リ ア 形 成 を 視 野 に 入 れ て い た 。  

 

4 . 2  計 画 的 偶 発 性 理 論 の 事 例  

4 . 2 . 1  予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 で 就 職 に 結 び つ い た 事 例  

 本 研 究 で 計 画 的 偶 発 性 理 論 の 概 念 を 枠 組 み と し て 用 い 、日

本 語 学 科 卒 業 生 1 1名 を 対 象 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し た 。

先 行 研 究 で 論 じ た よ う に 、 ラ イ フ コ ー ス に 関 す る 人 生 経 験

を 振 り 返 っ た 回 想 的 な デ ー タ の 妥 当 性 や 信 頼 性 の 確 保 が 課

題 と な っ て い る 。 そ の た め 、 本 研 究 で は イ ン タ ビ ュ ー 調 査

に 先 立 ち 、 1 1名 の 研 究 参 加 者 に 対 し て 事 前 調 査 を 行 い 、 デ

ー タ の 信 頼 性 を 高 め る 工 夫 を 施 し た 。 ま た 、 イ ン タ ビ ュ ー

の 際 に は 、「 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 」の 定 義 を 具 体 的 な 事

例 を 交 え て 説 明 し 、 研 究 参 加 者 が 計 画 的 偶 発 性 理 論 の 概 念

を 理 解 し た う え で 回 答 で き る よ う に 配 慮 も し た 。 さ ら に 、

「 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 」 そ の も の の 長 短 を 問 わ ず 、 想

起 で き る 具 体 的 な 経 験 を 明 確 に 叙 述 す る こ と も 求 め た 。  
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註 ） 個 人 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す る た め 、 会 社 名 を 伏 せ た 。  

図 2  N o 5の 初 職 か ら 現 職 ま で の 経 路 の T E M図  
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図 3  1 1名 研 究 参 加 者 の 初 職 か ら 現 職 ま で の 経 路 の T E M図  
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そ の 結 果 、 1 1名 の 研 究 参 加 者 が ラ イ フ コ ー ス に お け る 人

生 経 験 を 振 り 返 る 過 程 で 、「 予 期 せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 」を 経

験 し て い た こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 そ れ ら の 出 来 事 は 程

度 の 差 こ そ は あ る も の の 、研 究 参 加 者 の 人 生 行 路 や 、キ ャ リ

ア 形 成 に 一 定 の 影 響 を 及 ぼ し て い た こ と も 明 ら か に な っ た 。

こ う し た 知 見 を 踏 ま え 、本 研 究 で は 代 表 的 な 3名 の 事 例 を 取

り 上 げ 、 よ り 詳 細 に 検 討 す る 。  

 

l  事 例 1  

あ る 日 の 午 後 、 か つ て の 同 級 生 か ら 突 然 電 話 が か か っ て

き ま し た 。 彼 女 は 「 私 た ち の 会 社 に ひ と つ の ポ ス ト が 空 い

て い る ん だ け ど 、 興 味 あ る ？ マ ー ケ テ ィ ン グ の 仕 事 な ん だ

け ど 」 と 言 い ま し た 。 私 は 「 で も 、 マ ー ケ テ ィ ン グ が ど う

い う 仕 事 か よ く わ か ら な い 」 と 答 え ま し た 。 す る と 彼 女 は

「 明 日 す ぐ に 面 接 に 来 て く れ な い ？ 午 後 2 時 に 来 ら れ る ？ 」

と 続 け ま し た 。私 は「 実 は も う 他 の 面 接 の 予 定 が 入 っ て い て 、

ま ず は そ ち ら を き ち ん と 終 え て か ら 、 御 社 の 面 接 を 受 け た

い の だ け れ ど 」 と 伝 え る と 、 同 級 生 は 「 大 丈 夫 、 そ ん な に

プ レ ッ シ ャ ー を 感 じ な く て い い か ら 、と り あ え ず 来 て み て 」

と 気 軽 に 誘 っ て く れ ま し た 。 そ う し た 経 緯 か ら 、 私 は や や

消 極 的 な が ら も 面 接 を 受 け る こ と に な り ま し た 。 そ の 面 接

は 順 調 に 進 み 、 結 果 と し て 私 は そ の 一 社 の み の 面 接 で 就 職

が 決 ま り 、現 在 に 至 る ま で そ の 会 社 で 勤 務 を 続 け て い ま す 。

（ N o 1）  

 

l  事 例 2  

当 時 、 特 に こ れ と い っ た 仕 事 を 探 し て い た わ け で は な か

っ た ん で す 。 ち ょ う ど そ の 頃 、 大 学 の 日 本 語 学 科 の 先 生 が

半 分 冗 談 の よ う に 「 そ ろ そ ろ 兵 役 が 終 わ る 頃 だ け ど 、 仕 事

を 紹 介 し て あ げ よ う か ？ 」と 声 を か け て く だ さ っ た ん で す 。
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正 直 に 言 え ば 、 学 生 の 頃 か ら 営 業 職 に は あ ま り 良 い 印 象 を

持 っ て い ま せ ん で し た 。 実 際 、 そ の 求 人 に も 「 営 業 職 」 と

書 か れ て い た の で 、 あ ま り 乗 り 気 で は な か っ た ん で す が 、

「 ど う せ 受 か ら な い だ ろ う 」 と い う 気 持 ち で 、 経 験 の 一 つ

と し て 面 接 に 行 っ て み る こ と に し ま し た 。 ま っ た く 予 期 し

て い な か っ た 展 開 だ っ た の で す が 、 結 果 と し て 採 用 さ れ 、

今 も そ の 会 社 で 働 き 続 け て い ま す 。…（ 中 略 ）当 時 、突 然 先

生 か ら 電 話 が か か っ て き て 、 「 今 日 の 午 後 5 時 に 面 接 が あ

る け ど 、 行 け る ？ 」 と 言 わ れ ま し た 。 私 が そ の 電 話 を 受 け

た の は 午 前 1 0 時 過 ぎ で 、そ の 時 は ま だ 彰 化 に い て 、履 歴 書

も 何 も 準 備 し て い ま せ ん で し た 。 も と も と 面 接 を 受 け る つ

も り も な か っ た の で 、 当 然 そ の た め の 準 備 も し て い ま せ ん

で し た 。そ う い っ た 予 期 せ ぬ 出 来 事 に 直 面 し た 結 果 、午 後 の

時 間 を 利 用 し て 台 中 か ら 高 雄 へ の 新 幹 線 に 乗 っ て い る 間 、

ず っ と 手 書 き で 履 歴 書 を 作 成 し て い ま し た 。 （ N o 2）  

や は り 、 先 生 を 通 じ て 紹 介 さ れ た 機 会 だ っ た の で 、 先 生

の 顔 に 泥 を 塗 る よ う な こ と は し た く な い と い う 気 持 ち が あ

り ま し た 。 最 低 限 の マ ナ ー と し て 、 誠 意 を 持 っ て 対 応 し よ

う と 考 え ま し た 。 （ N o 2）  

 

l  事 例 3  

当 時 、同 級 生 か ら「 う ち の 会 社 の 面 接 を 受 け て み な い か 」

と 誘 わ れ 、 仕 事 内 容 も 悪 く な さ そ う だ と 思 っ た の で 、 と り

あ え ず 受 け て み る こ と に し ま し た 。 最 初 は ア シ ス タ ン ト と

し て の 業 務 を 担 当 し て い ま し た が 、 次 第 に コ ン サ ル テ ィ ン

グ 会 社 の 業 務 内 容 が 人 事 や 採 用 に 深 く 関 わ る も の で あ る こ

と を 理 解 す る よ う に な り ま し た 。 こ の よ う な 人 事 コ ン サ ル

タ ン ト と し て の 役 割 を 、 お よ そ 7 年 間 に わ た っ て 担 当 し て

き ま し た 。 （ N o 6）  
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事 例 1（ N o 1） は 、他 社 の 面 接 予 定 を 控 え て い る 際 、同 級

生 か ら の 予 期 せ ぬ 誘 い を 受 け 、 マ ー ケ テ ィ ン グ 職 の 面 接 を

受 け る 機 会 を 得 た と い う も の で あ る 。 当 初 、 本 人 は 該 当 分

野 へ の 理 解 が 十 分 で は な く 、 消 極 的 な 姿 勢 を 示 し て い た 。

し か し な が ら 、 同 級 生 が 背 中 を 軽 く 押 し て く れ た た め 、 面

接 を 受 け て み よ う と い う 積 極 的 な 態 度 に 転 換 し 、 面 接 を 受

け た 結 果 、 そ の 一 社 の み で 就 職 が 決 定 し 、 現 在 も 勤 務 を 継

続 し て い る と い う 事 例 で あ る 。  

事 例 2（ N o 2）は 、大 学 の 恩 師 か ら の 予 期 せ ぬ 電 話 に よ っ

て 営 業 職 の 面 接 を 勧 め ら れ た と い う も の で あ る 。 当 初 、 本

人 は 営 業 職 に 対 し て 好 意 的 な 印 象 を 抱 い て お ら ず 、 面 接 を

受 け る か ど う か 迷 っ て い た 。し か し 、恩 師 の「 指 示 」、す な

わ ち「 押 し 」と い う 外 的 要 因 が き っ か け と な り 、面 接 当 日 の

午 後 5 時 に 面 接 を 受 け る こ と を 決 断 し た 。 こ の 過 程 に お い

て 台 中 か ら の 新 幹 線 の 車 中 で 面 接 の た め の 履 歴 書 を 一 生 懸

命 に 手 書 き で 準 備 し 、 消 極 的 な 態 度 か ら 積 極 的 な 行 動 へ と

転 換 し て い る と い う 事 例 で あ る 。  

事 例 3（ N o 6）は 、事 例 1（ N o 1）と 類 似 す る キ ャ リ ア 経 路

を 示 し て い る も の で あ る 。 同 級 生 か ら の 予 期 せ ぬ 誘 い を き

っ か け と し て 、 ヘ ッ ド ハ ン テ ィ ン グ 会 社 の 面 接 を 受 け る 機

会 を 得 た 。 当 初 、 本 人 は 人 事 コ ン サ ル タ ン ト 職 に 対 し て 明

確 な 職 務 イ メ ー ジ を 持 っ て お ら ず 、 同 級 生 か ら の 誘 い に 応

じ て 面 接 を 受 け た 結 果 、 そ の 会 社 に 採 用 さ れ 、 現 在 に 至 る

ま で 仕 事 を 継 続 し て い る と い う 事 例 で あ る 。  

以 上 の 三 つ の 事 例 か ら 明 ら か な よ う に 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的

な 出 来 事 は わ れ わ れ の 身 近 に 存 在 し て お り 、 そ れ に 気 づ い

て 積 極 的 に 対 応 す る こ と で 思 わ ぬ よ い 結 果 へ と つ な が る 可

能 性 が あ る こ と を 示 し て い る 。こ れ ら の 事 例 か ら 、以 下 の 3

点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。  
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第 1 に 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 は 、 本 人 の 内 的 欲 求 と

一 致 し た 場 合 、 人 生 行 路 に お け る 一 歩 を 踏 み 出 す 契 機 と な

り 得 る こ と で あ る 。そ れ は 、心 の 中 で は「 や っ て み た い 」と

い う 潜 在 的 な 動 機 を 抱 え て い た と し て も 、 そ の 実 行 に 至 る

き っ か け が な い 場 合 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が 、 後 ろ か

ら の プ ッ シ ュ（ 押 し ）の よ う な 役 割 を 果 た し 、消 極 的 な 態 度

か ら 積 極 的 な 行 動 へ と 転 換 さ せ る も の で あ る 。こ の 点 か ら 、

予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を 前 向 き に 受 容 し 、 そ れ を 新 た な

キ ャ リ ア 機 会 へ と 転 換 す る 柔 軟 性 と 冒 険 心 の 重 要 性 が 示 唆

さ れ る 。  

第 2 に 、 就 職 過 程 に お け る 人 的 つ な が り の 効 果 が 顕 著 な

こ と で あ る 。事 例 1（ N o 1）・事 例 2（ N o 2）・事 例 3（ N o 6）  

は い ず れ も 「 同 級 生 ・ 恩 師 の 人 的 な つ な が り を 通 じ た 予 期

せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 」が 新 た な キ ャ リ ア 転 機 と な っ て い る 。

同 級 生 （ ク ラ ス メ ー ト ） や 教 員 と い っ た 強 い 紐 帯 を 通 じ た

「口添え」は 、就 職 に 至 るまで の コ ン タクト の連鎖、す なわち

紹介 媒 介者数を減ら す効果 や 就 職 に繋が る 可 能 性 を高め る と

言える 。そ れ は 、人 的 な つ な が り の強い紐帯を 媒 介 と し て 、紹

介 者 の 信 頼 性 を 損 な わ な い よ う 、被 紹 介 者 が 自 ら の 最 も 優 れ

た 一 面 を 発 揮 し よ う と 努 め る と い う 側 面 が 伺 え る 。  

第 3 に 、予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が 生 じ た と し て も 、そ れ

を「 や り た く な い 」「 で き な い 」「 間 に 合 わ な い 」「 ま だ 準

備 し て い な い 」 な ど と ネ ガ テ ィ ブ で 受 け 止 め る の で は な く 、

積 極 的 に 受 け 入 れ 、 挑 戦 す る 姿 勢 、 す な わ ち 冒 険 的 な 態 度

を 持 つ こ と で あ る 。 換 言 す れ ば 、 人 生 行 路 に お い て 困 難 に

遭 遇 し た と し て も 、 そ れ を 恐 れ ず 、 挑 戦 し よ う と す る 姿 勢

こ そ が 、 偶 発 的 出 来 事 を 学 習 機 会 や キ ャ リ ア 発 展 の 契 機 へ

と 転 換 さ せ る 要 因 の 一 つ で あ る と 考 え ら れ る 。  

 

 



136 
 

4 . 2 . 2  予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 に 対 す る 行 動  

  予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が 起 こ っ た 際 、 研 究 参 加 者 は 如

何 に 対 応 す る の か 。本 節 で は 、研 究 参 加 者 が 予 期 せ ぬ 偶 発 的

な 出 来 事 を 機 会 と し て 捉 え た 場 合 に 如 何 な る 行 動 を 選 択・実

行 す る の か を 検 討 す る 。  

 

l  事 例 1  

私 の 人 生 に お い て 、 実 際 、 自 分 が 何 を す る か を 事 前 に 計

画 す る こ と は あ ま り 多 く な か っ た で す 。 多 く の 場 合 、 何 か

機 会 が 訪 れ た と き に 、 「 ち ょ っ と 、 や っ て み よ う 」 と い う

気 持 ち で 動 く こ と が 多 か っ た で す 。…（ 中 略 ）も し 偶 発 的 な

出 来 事 に 直 面 し た と き に 、 私 自 身 と し て は 、 過 去 の 努 力 や

準 備 の 積 み 重 ね が あ っ た か ら こ そ 、 機 会 が 訪 れ た 際 に 即 座

に そ れ を 活 か す こ と が で き た 、 と い う 点 が 重 要 だ っ た と 思

い ま す 。 こ れ は 、 私 が 「 蓄 積 の 重 要 性 」 と 呼 ん で い る こ と

で す 。 （ N o 1）  

 

l  事 例 2  

私 は 学 生 時 代 に 多 く の サ ー ク ル 活 動 に 参 加 し 、 学 会 や サ

ー ク ル な ど に も 積 極 的 に 関 わ っ て い ま し た 。 そ う し た 活 動

の 中 で 、 さ ま ざ ま な こ と を 学 ぶ こ と が で き 、 そ れ を と て も

楽 し ん で い た よ う に 思 い ま す 。 そ れ ら は 一 見 す る と 小 さ な

出 来 事 ―た と え ば 、 企 画 書 を 書 い た り 、 成 果 発 表 会 を 開 催

し た り と い っ た こ と か も し れ ま せ ん が 、 そ の よ う な 経 験 の

一 つ 一 つ が 、 今 の 仕 事 へ と 少 し ず つ 繋 が っ て い っ た よ う に

感 じ て い ま す 。  ( N o 9 )  

 

 事 例 1（ N o 1）の 場 合 、事 前 に 明 確 な 計 画 を 立 て る こ と は

必 ず し も 多 く な い が 、 予 期 せ ぬ 機 会 が 訪 れ た 際 に 積 極 的 か

つ 冒 険 的 な 姿 勢 で 行 動 に 移 す 傾 向 が み ら れ る 。 一 方 、 事 例
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2 ( N o 9 )の 場 合 、 日 頃 か ら 小 さ な 出 来 事 や 経 験 を 見 逃 す こ と

な く 、 そ の 積 み 重 ね に よ っ て 機 会 が 到 来 し た 際 に 、 こ れ ま

で 積 み 重 ね た 経 験 を 十 分 に 活 用 し 、 積 極 的 に 対 応 す る 姿 勢

を 示 し て い た 。  

 こ れ ら 二 つ の 事 例 が 示 す 要 諦 は 、過 去 の 学 習 経 験（ 例：サ

ー ク ル 活 動 や 課 外 活 動 ） が 現 在 に 至 る 個 々 人 の 職 業 選 択 に

結 び つ い て い る こ と で あ る 。 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が

我 々 の 人 生 行 路 に お い て い つ 訪 れ る か を 事 前 に 予 測 す る こ

と は 極 め て 不 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ う し た 予 期 せ ぬ

偶 発 的 な 出 来 事 に 備 え る た め に は 、 日 常 的 な 準 備 や 、 経 験

の 蓄 積 が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 ま た 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来

事 を 通 じ て 就 職 に 至 っ た こ と は 、「 偶 然 の 幸 運 」が 降 臨 し た

こ と と 捉 え る の で は な く 、 む し ろ こ れ ま で の 経 験 や 能 力 の

積 み 重 ね の 努 力 に よ っ て 効 果 が 得 ら れ た か ら で あ る 。 こ れ

ら の 小 さ な 経 験 の 蓄 積 が 個 々 人 の 貴 重 な 資 源 と な り 、 予 期

せ ぬ 偶 然 的 な 出 来 事 が 生 じ た 際 に 恐 れ る こ と な く 、 そ れ に

よ っ て 対 応 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 点 か ら 、 日 常 的 な

学 習 や 行 動 の 積 み 重 ね が 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を キ ャ

リ ア 形 成 へ と 転 換 さ せ る「 蓄 積 の 効 果 」、す な わ ち「 キ ャ リ

ア の 連 続 性 」 で あ る と 考 え ら れ る 。  

4 . 2 . 3  予 期 せ ぬ 偶 発 的 理 論 の 五 つ の ス キ ル  

 先 行 研 究 で 言 及 し た 予 期 せ ぬ 偶 発 的 理 論 が 提 示 し た 五

つ の ス キ ル （ 好 奇 心 、 持 続 性 、 柔 軟 性 、 楽 観 性 、 冒 険 心 ）

の う ち 、 本 研 究 に お い て イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 分 析 か ら は 、

と り わ け 、 「 冒 険 心 」 お よ び 「 好 奇 心 」 の 二 つ の 側 面 の 事

例 が 顕 著 に 見 出 さ れ た 。 そ こ で 、 本 節 に お い て 三 つ の 事 例

を 通 し て そ の 具 体 的 な 様 相 を 検 討 す る 。  
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l  事 例 1  

私 の 成 功 体 験 の 多 く は 、 会 社 の 中 で ま だ 誰 も 手 を 付 け て

い な い 仕 事 に 取 り 組 ん だ こ と か ら 生 ま れ ま し た 。 私 は 比 較

的 ス ト レ ス 耐 性 が あ り 、 困 難 な 状 況 を 乗 り 越 え る 覚 悟 が あ

り ま す 。 ま た 、 多 く の 人 が 最 良 の 選 択 で は な い と 考 え る 道

で あ っ て も 、 そ れ が 成 功 す れ ば 2 倍 、 3 倍 の 成 果 が 得 ら れ

る と 信 じ 、 労 力 を 惜 し ま ず 挑 戦 し て き ま し た 。 こ う し た 姿

勢 は 、 こ れ ま で の 職 業 人 生 の 中 で 偶 発 的 な 出 来 事 へ の 対 応

や 、 私 自 身 が 進 ん で 引 き 受 け た リ ス ク 、 そ し て そ こ か ら 得

ら れ た 成 果 と 深 く 結 び 付 い て い る と 考 え て い ま す 。 ( N o 5 )  

 

l  事 例 2  

同 期 入 社 の 同 僚 の 中 に は 、 〇 〇 航 空 の 業 務 を 担 当 す る 者

も お り 、 台 湾 人 の 乗 客 が 多 い た め 、 中 国 語 を 多 用 で き る 環

境 で 働 い て い ま し た 。 そ の こ と を 羨 ま し く 感 じ た こ と も あ

り ま す 。 一 方 、 私 が 担 当 し た 航 空 関 連 業 務 で は 、 日 本 語 と

英 語 の 使 用 が 中 心 で あ り 、そ の 結 果 、3 年 間 で 自 分 の 日 本 語

力 と 英 語 力 が 大 き く 向 上 し た と 実 感 し て い ま す 。 ( N o 8 )  

 

事 例 1 ( N o 3 )は 、 こ れ ま で 誰 も 踏 み 込 ん で い な い 新 た な 仕

事 領 域 へ の 挑 戦 を 志 向 し て い た 事 例 で あ る 。 未 知 の 分 野 に

飛 び 込 む こ と で 、成 功 す れ ば 、2倍 、3倍 の 成 果 が 獲 得 で き る

一 方 で 、 ス ト レ ス 耐 性 や 、 高 い プ レ ッ シ ャ ー へ の 対 応 力 が

求 め ら れ る 。事 例 1 ( N o 3 )の 成 功 の 方 程 式 は 、予 期 せ ぬ 偶 発 的

な 出 来 事 に 積 極 的 に 対 応 し 、リ ス ク を 引 き 受 け る「 冒 険 心 」

に 基 づ き 、新 た な 領 域 に 挑 戦 し 、成 功 す る 場 合 、他 者 を 上 回

る 何 倍 も の 成 果 が 獲 得 で き る と い う 点 が 読 み 取 れ る 。  

事 例 2 ( N o 8 )は 、他 者 の 仕 事 ぶ り に 刺 激 を 受 け 、自 ら も 不 慣

れ な 領 域 に 挑 戦 し た 事 例 で あ る 。 そ の 過 程 に お い て 、 自 ら

の 英 語 と 日 本 語 双 方 の 語 学 力 が 向 上 し た こ と は 、 挑 戦 を 恐
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れ る こ と な く 、 積 極 的 に 受 け 入 れ る こ と が ス キ ル 向 上 に つ

な が っ た 好 例 で あ る 。  

こ れ ら の 事 例 か ら 、 以 下 の 3点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。

第 1に 、過 去 の 職 務 経 験 を 基 盤 と し て 活 用 し つ つ 、キ ャ リ ア

の 連 続 性 を 維 持 す る こ と の 重 要 性 で あ る 。第 2に 、「 冒 険 心 」

や「 好 奇 心 」を 持 ち 、従 来 の 枠 組 み を 超 え て 、不 慣 れ な 領 域

や 職 務 に 挑 戦 す る こ と で 、 人 生 行 路 に 新 た な 可 能 性 を 切 り

開 く 可 能 性 が あ る 。 第 3に 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 に 対 し

て 積 極 的 に 対 応 し 、受 容 す る 態 度 が 、成 功 へ の 第 一 歩 と な り 、

困 難 に 直 面 し た と し て も 、 そ れ を 乗 り 越 え る 姿 勢 が 求 め ら

れ る 。  

4 . 2 . 4  S Gお よ び S Dに よ る キ ャ リ ア 形 成 へ の 影 響  

 我 々 の 人 生 行 路 に お い て 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 が し

ば し ば ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 と ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 の 双 方 と し て

作 用 す る 。本 節 で は 、人 生 行 路 に お け る S Gお よ び S Dに よ る

キ ャ リ ア 形 成 へ の 影 響 に つ い て 検 討 す る 。  

 

l  事 例 1  

大 き な 要 因 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 で あ る と

考 え て い ま す 。 パ ン デ ミ ッ ク が 始 ま っ た 当 初 、 多 く の 事 柄

が オ ン ラ イ ン 化 さ れ 、 同 時 に ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の

重 要 性 が 広 く 意 識 さ れ る よ う に な り ま し た 。 仕 事 以 外 に 、

学 び 続 け ら れ る 環 境 へ の 関 心 が 高 ま り 、 そ う し た 産 業 に 興

味 を 持 っ た こ と が 、 今 回 応 募 に 至 っ た 理 由 で す 。 ( N o 6 )  

 

l  事 例 2  

当 時 は コ ロ ナ 禍 の 影 響 に よ り 台 湾 へ の 長 期 帰 省 が 可 能 と

な り 、結 果 と し て 通 算 3 か 月 以 上 滞 在 す る こ と が で き ま し た 。

そ の 一 方 、唯 一 揺 ら ぐ こ と の な か っ た 点 は 、日 本 で の 生 活 、

す な わ ち 日 本 で 蓄 積 し た キ ャ リ ア を 放 棄 し な い と い う 意 識
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で し た 。 一 度 そ の 機 会 を 失 す れ ば 、 将 来 的 に 再 び 得 る こ と

は 難 し い と 感 じ て い た か ら で す 。 結 果 と し て 、 日 本 で の 職

業 的 基 盤 を 維 持 し た ま ま 、 母 親 の 介 護 の た め 3 か 月 間 帰 国

す る こ と を 条 件 に 、 会 社 と 合 意 に 達 し ま し た 。 ( N o 1 0 )  

 

l  事 例 3  

パ ン デ ミ ッ ク 後 、 銀 行 全 体 の 業 績 が 悪 化 し 、 私 の 所 属 し

て い た 部 門 が 閉 鎖 さ れ ま し た 。 そ の た め 、 や む を 得 ず 〇 〇

〇 〇 商 業 銀 行 東 京 支 店 に 戻 る こ と に な り ま し た 。…（ 中 略 ）

私 に と っ て 最 大 の 偶 発 的 な 出 来 事 は 、 ま さ に こ の 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 で す 。 長 年 の 夢 を や っ と 実 現 さ せ た に も

か か わ ら ず 、 一 時 は 本 気 で 台 湾 へ 戻 ろ う と 考 え ま し た 。

（ N o 1 1）  

 

分 析 結 果 か ら 、事 例 1（ N o 6）、事 例 2（ N o 1 0）で は 、こ の

予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 は ポ ジ テ ィ ブ な 影 響 と し て 作 用 し

て い た 一 方 で 、事 例 3（ N o 1 1）で は 、ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 と し

て 作 用 し て い た こ と が 確 認 さ れ た 。  

具 体 的 に 、 事 例 1（ N o 6） は コ ロ ナ 禍 に よ り 、仕 事 か ら 教

育 に 至 る ま で の 領 域 で オ ン ラ イ ン 化 ・ オ ン デ マ ン ド 化 が 急

速 に 進 展 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 媒 介 と し た 学 習 形 式 が 急 速

に 普 及 し た こ と で あ る 。 こ の 変 化 を 契 機 と し て 、 自 ら の 人

生 に お け る 新 た な 道 が 開 か れ 、 オ ン ラ イ ン 学 習 関 連 業 界 へ

の 進 出 を 果 た し た と い う も の で あ る 。  

事 例 2（ N o 1 0）は 、コ ロ ナ 禍 の 影 響 で 渡 日 が 困 難 と な っ た

こ と を 契 機 に 、3 か 月 間 の 休 暇 を 取 得 し 、台 湾 で 親 の 介 護 に

従 事 し て い た も の で あ る 。 こ の 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 の

契 機 に よ り 、 親 の 介 護 の た め キ ャ リ ア の 継 続 を 断 念 せ ず 、

家 族 の 一 員 と し て の 責 任 も 果 た す こ と も で き た と い う 事 例

で あ る 。  
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以 上 の 事 例 と 対 照 的 に 、事 例 3（ N o 1 1）は 、コ ロ ナ 禍 で 所

属 部 門 の 廃 止 に よ り 、 過 去 の 職 場 へ 戻 る こ と を 余 儀 な く さ

れ た 。こ の 出 来 事 の 背 後 に は 、単 な る 職 場 異 動 に と ど ま ら ず 、

失 業 の リ ス ク と い う ネ ガ テ ィ ブ な 側 面 が 存 在 し て い た 。  

以 上 の 事 例 か ら 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 と い う 予 期

せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 は 、 個 々 人 の 人 生 行 路 や キ ャ リ ア 形 成

に 多 大 な 影 響 を 及 ぼ し 、そ の 影 響 が 正 負（ S Gか S D）の い ず

れ で あ っ て も 、 如 何 に 困 難 を 乗 り 越 え 、 さ ら に は そ の 転 機

を 自 ら に と っ て 有 益 な 転 機 へ と 転 換 で き る か が 問 わ れ る こ

と が 明 ら か と な っ た 。 こ の 点 も 、 計 画 的 偶 発 性 理 論 に お け

る 最 も 重 要 な 趣 旨 の 一 つ で あ る 。  

 

5． お わ り に  

5 . 1  日 本 語 学 科 に 属 す る 学 生 の キ ャ リ ア 発 達 へ の 示 唆  

 本 研 究 の 知 見 か ら 、日 本 語 学 科 に 属 す る 学 生 の キ ャ リ ア 発

達 に つ い て 、 以 下 の 5 点 が 示 唆 さ れ る 。  

第 1 に 、一 定 水 準 の 日 本 語 力 は 、台 湾 に お け る 日 系 企 業 や 、

日 本 の 企 業 に 就 職 す る 際 の 前 提 条 件 と し て 欠 か せ な い も の

で あ る 。 事 例 分 析 か ら は 、 日 本 の 企 業 に お い て 外 国 人 労 働

者 に 必 ず し も 日 本 語 能 力 試 験 N 1 の 資 格 が 求 め ら れ る わ け

で は な い が 、 一 方 で 職 務 遂 行 に 直 結 す る 日 本 語 力 が 強 く 求

め ら れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 し た が っ て 、 日 本 語 学 科

卒 業 生 に と っ て 、 実 務 に 対 応 で き る 日 本 語 力 を 確 実 に 身 に

つ け る こ と が 望 ま し い 。ま た 、日 本 語 力 の み な ら ず 、異 な る

領 域 に 応 用 可 能 な 横 断 的 な 知 識 や ス キ ル 、 そ し て 持 続 的 な

学 習 能 力 の 育 成 は 、 職 場 に お け る 熾 烈 な 競 争 を 生 き 残 る た

め の 最 善 な 方 策 で あ る と 考 え ら れ る 。   

第 2に 、職 場 適 応 に お い て は 、ス ト レ ス 耐 性 お よ び 対 人 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 が 重 要 視 さ れ る 。 職 場 に お い て は 、

異 な る 性 格 や 価 値 観 を 有 す る 多 様 な 人 々 と 関 わ る こ と は 回
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避 で き な い 。 そ の た め 、 学 校 環 境 よ り も 複 雑 な 人 間 関 係 に

直 面 す る こ と が 多 く 、 そ う し た 状 況 に 適 切 に 対 処 す る た め

に は 、高 い ス ト レ ス 耐 性 が 求 め ら れ る 。ま た 、円 滑 な 人 間 関

係 を 維 持 し 、 チ ー ム ワ ー ク で 協 働 的 に 職 務 を 遂 行 す る た め

に は 、 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 が 欠 か せ な い こ と は 言

う ま で も な い 。  

第 3 に 、 人 的 つ な が り を 媒 介 と し た 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出

来 事 を キ ャ リ ア の 転 機 へ と 活 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 在

学 中 の 同 級 生 や 教 員 と い っ た「 強 い 紐 帯 」を 通 じ て 、予 期 せ

ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を 具 体 的 な キ ャ リ ア の 転 機 へ と 変 換 さ れ

る こ と が 可 能 と な る 。と り わ け 、強 い 紐 帯 を 介 し た「 口 添 え 」

は 就 職 活 動 に お け る コ ン タ ク ト の 連 鎖 を 短 縮 し 、 早 期 に 就

職 決 定 を 可 能 に す る 効 果 が あ る 。し か し な が ら 、近 年 の 若 年

者 に お い て は 、 先 輩 や 後 輩 と い っ た 「 ま れ に し か 会 わ な い 」

弱 い 紐 帯 の み な ら ず 、 同 級 生 や 教 員 と の 人 的 つ な が り が 希

薄 化 し て い る 傾 向 が あ り 、 人 的 つ な が り を 媒 介 と す る 紐 帯

の 機 能 が 後 退 し て い る 可 能 性 が あ る 。  

第 4 に 、 常 に 好 奇 心 や 冒 険 心 を 保 持 し 、 不 慣 れ な 領 域 や

分 野 に 踏 み 込 む に も 、 日 常 的 な 経 験 の 蓄 積 や 事 前 準 備 を 十

分 に 活 用 す る こ と が 求 め ら れ る 。 在 学 中 に 、 積 み 重 ね た 学

習 経 験 は 、 将 来 的 に キ ャ リ ア 発 展 の 契 機 と し て 作 用 す る 可

能 性 が あ る 。す な わ ち 、日 常 的 な 経 験 の 蓄 積 や 事 前 準 備 、す

な わ ち「 キ ャ リ ア の 連 続 性 」は 、未 知 の 領 域 や 分 野 に 対 す る

不 安 を 軽 減 し 、 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来 事 を 人 生 行 路 に お け

る 有 益 な 「 助 力 」 へ と 転 換 さ せ る 基 盤 と な る 。  

第 5 に 、社 会 的 方 向 付 け（ S D）、も し く は 社 会 的 助 勢（ S G）

に よ っ て 影 響 を 受 け た と し て も 、そ の 予 期 せ ぬ 偶 発 的 な 出 来

事 を 前 向 き に 受 容 し 、 積 極 的 に 対 応 す る 姿 勢 が 重 要 で あ る 。

分 析 事 例 か ら は 、S G、S D に 起 因 す る 出 来 事 に 対 し 、前 向 き

に 直 面 し つ つ も 、 そ れ を 乗 り 越 え る た め の 解 決 策 を も 模 索
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す る こ と に よ り 、 個 々 人 の キ ャ リ ア 形 成 に お け る 新 た な 道

が 切 り 開 か れ る 可 能 性 が あ る 。  

5 . 2  研 究 制 限 と 今 後 の 課 題  

 本 研 究 で は 台 湾 の 日 系 企 業 お よ び 日 本 の 企 業 に 就 職 し て

い る 日 本 語 学 科 卒 業 生 を 対 象 と し て 、 計 画 的 偶 発 理 論 の 視

点 で イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し た 。 1 1名 の 研 究 参 加 者 に つ

い て T E M図 を 作 成 し た が 、紙 幅 の 制 約 上 、全 員 の T E M図 を 詳

細 に 記 述 す る こ と は 困 難 を 極 め た 。 そ れ ゆ え 、 当 該 事 項 が

本 研 究 の 研 究 制 限 の 一 つ と な っ て い る 。ま た 、本 研 究 で は 、

研 究 参 加 者 の 選 定 に あ た り 、 ス ノ ー ボ ー ル ・ サ ン プ リ ン グ

と い う 資 料 取 集 の 手 法 を 採 用 し た こ と に よ り 、 研 究 参 加 者

の 年 齢 層 は 3 2歳 ～ 4 2歳 に 集 中 す る 傾 向 が み ら れ る 。ゆ え に 、

4 0歳 代 以 上 の サ ン プ ル 数 が 比 較 的 に 少 数 と な り 、 人 生 行 路

に お け る キ ャ リ ア 形 成 の 在 り 方 に 関 す る 多 様 化 を 十 分 に 把

握 で き な い 可 能 性 が 存 在 す る こ と は 否 め な い 。し た が っ て 、

今 後 の 課 題 と し て は 、 4 0歳 代 以 上 の サ ン プ ル 数 を 拡 大 し 、

よ り 幅 広 い 年 齢 層 を 含 め た 分 析 を 実 施 す る こ と で 、 多 様 な

キ ャ リ ア 形 成 の 在 り 方 を よ り 包 括 的 に 検 討 す る 必 要 が あ る 。 
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